
 2020年の景気･家計予想､｢悪くなる｣が過去最高
主な理由は｢消費増税の影響｣｢国際情勢の不安定化｣など

博報堂生活総合研究所 生活者にきいた“2020年 生活気分” を発表

“2020年生活気分”調査結果のポイント

景気予想は｢悪くなる｣が急増。理由は｢消費増税の影響｣｢国際情勢の不安定化｣など2020年の景況感

• 世の中の景気が｢悪くなる｣との見通しは前回調査から10pt以上増加し､41.5％に。これまでで最も高かった2016年調査を
上回り､過去最高となりました。同時に､｢良くなる｣との見通しも11.7％と過去最低を更新しています。また｢変わらない｣との
見通しは46.8％と､調査開始以来初めて5割を下回りました。

• ｢悪くなる｣理由(自由回答)を集計したところ､今年10月に行われた消費増税の影響や､米中関係など国際情勢の不安定化が多く
挙げられました｡

• また自分の家計の見通しも｢悪くなる｣が増加し37.8％となり､こちらも過去最高を更新しています｡

1位は｢旅行｣。｢貯金｣や｢老後の暮らしの準備｣が上昇､｢外食｣などは今年より低位に
2020年に

お金をかけたいこと

• 2020年にお金をかけたいことは､全25項目のうち1位が｢旅行｣(27.5%)。今年お金をかけたことでも｢旅行｣が1位で､生活者
の旅行意欲の高さがうかがえます。

• 2位は僅差で｢貯金｣(25.5%)となりました。また｢老後の暮らしの準備｣(8位 11.6%)や｢株など投資｣(10位 9.4%)も今年お金を
かけたものの回答よりスコアを伸ばし､順位も今年より上昇。｢来年は暮らしの守りを固めたい｣という意識がうかがえます。

• 一方で､今年お金をかけたことで2位･3位の｢ふだんの食事｣｢外食｣は､来年については10pt以上スコアを落とし､順位を今年
より下げています(それぞれ4位･5位)。

来年､世の中の変化は｢多くなる｣が増加。｢東京2020五輪｣を挙げる声が圧倒的
2020年

世の中の変化度

• 来年､世の中のことで｢変わった｣と感じることが､今年と比べて｢多くなる｣と予想した人が39.4%で､｢少なくなる｣の3.9%を
大きく上回りました｡｢多くなる｣と答えた人に､どんな変化がありそうか自由回答できくと､｢東京2 0 2 0オリンピック･パラリン
ピック｣についての回答が多数あげられました。

• また｢治安の悪化｣や｢異常気象･自然災害｣､｢キャッシュレス決済の普及促進｣なども挙げられました。

• 2020年に｢思い切って始めたいことがある｣と答えた人は29.4％で､｢思い切ってやめたいことがある｣は19.8%となりました。
いずれも調査開始以来最も低いスコアとなりました。

• 来年始めたいこととしては､｢運動･体操･筋トレ｣｢貯蓄｣｢副業｣がトップ3に挙がりました。｢運動･体操･筋トレ｣｢貯蓄｣は女性が､
｢副業｣は男性でスコアが高くなっています｡

• 来年思い切ってやめたいことでは､｢無駄遣い･衝動買い｣｢無理しての人付き合い｣｢食べ過ぎ･飲み過ぎ｣がトップ3に。この3つ
をはじめ､上位項目のほとんどで女性のスコアが高い結果となりました。

来年始めたいことは｢運動･体操･筋トレ｣､やめたいことは｢無駄遣い･衝動買い｣
2020年に

始めたい/やめたいこと

変化に備え､｢食べる｣を減らし｢貯める｣を増やしたい
今年お金をかけた：上位に｢ふだんの食事｣｢外食｣ 来年お金をかけたい：上位に｢貯金｣｢老後の準備｣

博報堂生活総合研究所は､2015年から毎年秋に翌年の景況感などについて､全国の20～69歳男女3,900人に予想して

もらう調査を実施しています。このたび最新の調査を加え､“2020年 生活気分”としてまとめました。

今回の結果では､世の中の景気･自分の家計の予想で｢悪くなる｣との見通しが急増し､調査開始以来最も高くなりまし

た。世の中の変化については｢多くなる｣との見通しが高まっています。また､来年のお金の使い方についても､変化に備

え､今年とは違うスタンスで臨もうとする生活者の意識がみえてきました。
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Ｑ 来年の｢世の中の景気｣は､今年と比べてどうなると思いますか(単一回答)

男性 女性

全体

※西暦は毎年秋に予想してもらう来年のこと。例えば､｢2020年」の数値は
今年(2019年の秋)に調査した､来年(2020年)の予想を表します。

景気予想は｢悪くなる｣が急増。理由は｢消費増税の影響｣｢国際情勢の不安定化｣など

2020年の景況感(1)

来年の｢世の中の景気｣予想

｢良くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5、％は｢良くなる｣と回答した人ベースで算出

｢悪くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5、％は｢悪くなる｣と回答した人ベースで算出

(全体456人 男性240人 女性216人)

(全体1,620人 男性825人 女性795人)
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世の中の景気予想（全体）
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世の中の景気予想（男性）
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世の中の景気予想（女性）

• 世の中の景気が｢悪くなる｣との見通しは前回調査から10pt以上増加し､41.5％に。これまでで最も高かった2016年調査を
上回り､過去最高となりました。同時に､｢良くなる｣との見通しも11.7％と過去最低を更新しています。また｢変わらない｣との
見通しは46.8％と､調査開始以来初めて5割を下回りました。

• ｢悪くなる｣理由(自由回答)を集計したところ､今年10月に行われた消費増税の影響や､米中関係など国際情勢の不安定化が多く
挙げられました｡

(％) (pt)

(％) (pt)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位
消費増税の影響

／ポイ ント 還元施策の終了
44.4 39.0 50.1 -11.1

物価も 上がり ､国民がも のを買えなく なり ､会社の業績が悪化して不景気に戻る( 男性31歳･奈良県)

キャ ッ シュ レス消費者還元が始まっ たが､それも 来年半ばで終わるため( 女性25歳･東京都)

2位
節約意識の高まり による

買い控えの影響
22.8 15.9 30.1 -14.2

衝動買いなど､必要以外の遊興費などの支出を極力控える人がますます増える( 男性68歳･愛知県)

外食が減っ たり ､買い物を控えるので､景気循環が滞るから ( 女性54歳･新潟県)

3位
国際情勢の不安

／世界経済の減速
13.8 18.5 8.8 ＋9.7

アメ リ カ の景気減速･中国と の関税戦争やイギリ スのEU 離脱等で景気が冷え込む( 男性65歳･香川県)

保護主義をと る国が増えているので､こ れまでより 関税などの影響を受けやすそう ( 女性60歳･福岡県)

4位
東京2020オリ ンピッ ク ･

パラ リ ンピッ ク の影響･反動
10.9 12.7 9.1 ＋3.6

一時的に盛り 上がるが終わっ たあと の急落があると 思う ( 男性37歳･福岡県)

自分が住んでいる地域まで景気が回るよう にはなら ないと 思う ( 女性34歳･宮城県)

5位 収入の低迷･減少／生活苦 8.9 6.9 10.9 -4.0
給与所得が国民全体で上昇しているわけではないから ( 男性34歳･東京都)

給与が上がら ず､年金も 消費税のせいで実質低下( 女性61歳･石川県)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位
東京2020オリ ンピッ ク ･

パラ リ ンピッ ク の開催
68.4 64.6 72.7 -8.1

観光やグッ ズの購入など経済活動が活発になり そう ( 男性44歳･兵庫県)

来日する人も さ ら に増えるだろう し ､お祭り ムード で国内の消費も 増えそう ( 女性37歳･愛知県)

2位 経済の好転／消費活性化 26.3 25.0 27.8 -2.8
アベノ ミ ク スの影響( 男性32歳･福岡県)

安倍政権が安定しているから ( 男性46歳･北海道)

3位 希望的観測／プラス思考 5.9 3.3 8.8 -5.5
気持ちの問題だから 良く なると 思っ た方が健全( 男性51歳･愛知県)

良く なって欲し いと いう 願望をこ めている( 女性41歳･宮城県)

4位
消費増税･

ポイ ント 還元施策の効果
4.2 3.8 4.6 -0.8

気にしてない人が多いから 。 使う 量は変わら ずに消費税が上がるから ( 男性25歳･愛知県)

増税は痛いが、 保育料無料などのメ リ ッ ト があり ､そのぶんを買い物に回せそう ( 女性26歳･北海道)

5位
キャ ッ シュ レス決済の

普及促進
2.9 2.5 3.2 -0.7

キャ ッ シュ レス化で意識し ない消費が増えてお金の回り が良く なる( 男性34歳･神奈川県)

キャ ッ シュ レス化によって､お得感を得ら れたり すると 思う ( 女性24歳･東京都)
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• 自分の家計の見通しも､世の中の景気と同様に｢悪くなる｣が増加し37.8％に。これまで最も｢悪くなる｣が高かった2016年を
上回り､過去最高を更新しています。また｢良くなる｣との回答は11.4％となり､過去最低を更新しました。

• ｢悪くなる｣と答えた理由をみると､｢収入の低迷･減少｣や｢消費増税の影響｣を挙げる声が目立ちました。また､子育てや仕事に
関係した収入･支出の変化なども上位となりました。

Ｑ 来年の｢自分の家計状態｣は､今年と比べてどうなると思いますか(単一回答)

※西暦は毎年秋に予想してもらう来年のこと。例えば､｢2020年」の数値は
今年(2019年の秋)に調査した､来年(2020年)の予想を表します。

｢自分の家計｣予想も｢悪くなる｣が増加｡理由は｢収入の低迷･減少｣｢消費増税の影響｣

2020年の景況感(2)

来年の｢自分の家計｣予想

男性 女性

全体

｢良くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5、％は｢良くなる｣と回答した人ベースで算出

｢悪くなる｣と思う理由 ※自由回答を集計したトップ5、％は｢悪くなる｣と回答した人ベースで算出

(全体445人 男性222人 女性223人)

(全体1,473人 男性725人 女性748人)
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ご自分の家計予想（男性）
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ご自分の家計予想（女性）

(％) (pt)

(％) (pt)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 収入の低迷･減少／生活苦 42.4 42.8 42.0 ＋0.8
残業ができなく なるこ と が予想さ れるが､固定給は上がら ないと 思う から ( 男性28歳･埼玉県)

勤め先から の給料は長年上がら ず､仕事も 少しずつ減ら さ れているから ( 女性40歳･福岡県)

2位
消費増税の影響

／ポイ ント 還元施策の終了
23.0 19.7 26.2 -6.5

普通に生活をしても 増税分が家計を圧迫する( 男性63歳･岐阜県)

キャ ッ シュ レス決済還元期間が終了し 増税分がも ろにかかってく る( 女性62歳･愛知県)

3位 物価上昇／出費の増加 14.1 12.6 15.5 -2.9
輸送費の上昇により 食料品の価格も 上がると 考えら れる( 男性49歳･新潟県)

家のリ フ ォ ームにお金がかかり そう ( 女性60歳･茨城県)

4位
子育て支出の増加

（ 受験、 教育費など）
8.8 5.1 12.4 -7.3

子ども の大学進学で仕送り が発生する( 男性49歳･静岡県)

子ども が産まれて室温に気を遣っ たり ミ ルク 代やらで出費がかなり 増える( 女性31歳･大阪府)

5位
仕事量の減少

／転職などによる先行き不安
4.6 3.6 5.6 -2.0

会社を辞める予定だから ( 男性62歳･香川県)

仕事の契約・ 更新をさ れない可能性があるから ( 女性45歳･宮城県)

全体 男性 女性 男-女 理由の具体例

1位 収入の増加／副業 30.3 30.2 30.5 -0.3
副業をして収入を増やすので( 男性46歳･広島県)

息子の仕事が安定してきたので､わが家の収入が増えるから ( 女性55歳･石川県)

2位
就職･転職などによる

キャ リ アアッ プ
14.8 14.4 15.2 -0.8

転職して収入が増えたから ( 男性27歳･大阪府)

今は仕事をしてないが来年から 働く 予定だから ( 女性27歳･宮城県)

3位 希望的観測／プラス思考 6.1 3.2 9.0 -5.8
なって欲し いと いう 願望( 男性41歳･石川県)

今が充実しているから ( 女性23歳･静岡県)

4位
節約意識の高まり による

家計の見直し の効果
5.8 4.5 7.2 -2.7

景気が悪く はなるが､節約方法をどんどん身につけているため( 男性29歳･千葉県)

家計状態を見直し たので少し は無駄な出費が減るはず( 女性32歳･静岡県)

5位
家族構成変化

（ 子供の独立などでの負担減）
5.2 3.6 6.7 -3.1

大学を卒業する子ども がいるので、 家計負担が減る( 男性55歳･千葉県)

子ども の受験が終わるため教育費が減るから ( 女性50歳･東京都)
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Ｑ
来年､あなたから見た世の中のことで｢変わった｣と感じることは、
今年と比べて多くなると思いますか。 (単一回答)

来年､世の中の変化は｢多くなる｣が増加。｢東京2020五輪｣を挙げる声が圧倒的

2020年 世の中の変化度

来年の｢世の中の変化｣予想

来年多くなるのは､○○に関する変化 ※自由回答を集計したトップ5、％は｢多くなる｣と回答した人ベースで算出
(全体1,537人 男性736人 女性801人)

男性 女性
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来年の世の中変化予想（男性）
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来年の世の中変化予想（女性）

3.1
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2.8

※西暦は毎年秋に予想してもらう来年のこと。例えば､｢2020年」の数値は
今年(2019年の秋)に調査した､来年(2020年)の予想を表します。

• 来年､世の中のことで｢変わった｣と感じることが､今年と比べて｢多くなる｣と予想した人が39.4%で､｢少なくなる｣の3.9%を
大きく上回りました｡

• ｢多くなる｣と答えた人に､どんな変化がありそうか自由回答できくと､｢東京2 0 2 0オリンピック･パラリンピック｣についての回答が
多数あげられました。また｢治安の悪化｣や｢異常気象･自然災害｣､｢キャッシュレス決済の普及促進｣なども挙げられました。

(％) (pt)
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来年の世の中変化予想（全体）

多く なる 変わら ない 少なく なる

全体 男性 女性 男-女 変化の具体例

1位
東京2020オリ ンピッ ク ･

パラ リ ンピッ ク の開催
22.7 20.2 25.0 -4.8

開催に向けて､イ ンフ ラ 整備や新技術･製品の発表が進みそう な気がするから ( 男性54歳･広島県)

新し い建物が完成し たり ､観光客向けのサービスが充実すると 思う ( 女性29歳･北海道)

2位
治安悪化／事件・ 事故増加

／モラ ル低下
11.2 8.7 13.5 -4.8

個人主義が増え自分さ え良ければと 悪い方向に行く 人が増える( 男性55歳･福岡県)

煽り 運転､高齢者ド ラ イバーの事故などがまだまだ増えると 思う ( 女性61歳･大阪府)

3位
異常気象

／自然災害の被害拡大
9.7 8.7 10.6 -1.9

日本の気候が更に亜熱帯気候に近づき､災害が増えると 思う ( 男性54歳･大阪府)

さ ら に大きな災害が日常茶飯事になるよう な気がする( 女性67歳･福岡県)

4位
キャ ッ シュ レス決済の

普及促進
8.4 6.1 10.5 -4.4

キャ ッ シュ レス化が進んで､それに伴う 新し いビジネスやサービスが出てく る( 男性59歳･広島県)

お店にキャ ッ シュ レス決済が普及してレジが無人化し そう ( 女性52歳･愛知県)

5位
技術の進歩

（ ５ G／AIなど）
8.1 10.1 6.4 ＋3.7

5Gにより できるこ と が増え､自動運転･自動決済などができる( 男性28歳･香川県)

AIの普及で､今の自分が想像できないこ と が起こ り そう ( 女性41歳･石川県)



2020年にお金をかけたいこと

今年(2019年)､あなたがお金をかけたものはどれですか。
来年(2020年)､お金をかけたいと思うものはどれですか。（ともに複数回答）

Ｑ

今年お金をかけた ＆ 来年お金をかけたいもの(上位15位)

※全25項目のうち､上位15位までを2020年意向を基準にランキング

5

1位は｢旅行｣。｢貯金｣や｢老後の暮らしの準備｣が上昇､｢外食｣などは今年より低位に

• 2020年にお金をかけたいことは､全25項目のうち1位が｢旅行｣(27.5%)。今年お金をかけたことでも｢旅行｣が1位で､生活者の旅行
意欲の高さがうかがえます。

• 2位は僅差で｢貯金｣(25.5%)となりました。また｢老後の暮らしの準備｣(8位 11.6%)や｢株など投資｣(10位 9.4%)も今年お金をかけ
たものの回答よりスコアを伸ばし､順位も今年より上昇。｢来年は暮らしの守りを固めたい｣という意識がうかがえます。

• 一方で､今年お金をかけたことで2位･3位の｢ふだんの食事｣｢外食｣は､来年については10pt以上スコアを落とし､順位を今年より
下げています(それぞれ4位･5位)。

20年－19年
( p t)

1位 旅行 -0 .7 1位

2位 貯金 + 1 1 .2 5位

3位 趣味 -3 .0 4位

4位 ふだんの食事 -1 1 .1 2位

5位 外食 -1 2 .4 3位

6位 
子ども や孫のための

教養・ 勉強
-1 .0 6位

7位 
レジャ ー

（ 旅行を除く ）
-0 .9 8位

8位 老後の暮ら し の準備 + 5 .4 23位

9位 健康・ リ ラ ッ ク ス + 0 .6 15位

10位 株など投資 + 2 .1 19位

11位 
理容・ 美容

（ 散髪、 エステなどを含む）
-3 .7 9位

12位 自分のための教養・ 勉強 + 1 .0 20位

 13位 外出着 -2 .9 14位

14位 
交際

（ 飲食を含む）
-4 .5 10位

15位 イベント ･ラ イ ブ･フ ェ ス -1 .2 17位

2019年順位2020年順位

28.2

14.3

20.4

26.7

25.9

13.6

12.7

6.2

9.2

7.3

12.2

7.2

10.7

11.6

7.7

27.5

25.5

17.4

15.6

13.5

12.6

11.8

11.6

9.8

9.4

8.5

8.2

7.8

7.1

6.5
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今年( 2019年) お金をかけた

来年( 2020年) お金をかけたい
%
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来年､｢思い切って始めてみたいこと｣はありますか(単一回答)Ｑ 来年、｢思い切ってやめたいこと｣はありますか(単一回答)Ｑ

来年､｢思い切って始めてみたいこと｣は何ですか(複数回答)Ｑ 来年、｢思い切ってやめたいこと｣は何ですか(複数回答)Ｑ

2020年に始めたいこと/やめたいこと

※2019年調査(2020年意向)
※始めたいことがある人にのみ質問(全体1,148人 男性556人 女性592人)
※数値は､始めたいことがある人ベースで算出
※全24行動のうち､上位10位までを全体を基準にランキング

※2019年調査(2020年意向)
※やめたいことがある人にのみ質問(全体773人 男性393人 女性380人)
※数値は､やめたいことがある人ベースで算出
※全24行動のうち､上位10位までを全体を基準にランキング

来年始めたいことが“ある”

来年始めたいこと(上位10位)

来年やめたいことが“ある”

来年やめたいこと(上位10位)

（％） （pt）

全体 男性 女性 男-女

2017年 35.4 32.4 38.4 -6.0

2018年 31.3 29.1 33.4 -4.3

2019年 30.8 29.1 32.6 -3.5

2020年 29.4 28.6 30.3 -1.7

（％） （pt）

全体 男性 女性 男-女

2017年 23.5 22.9 24.0 -1.1

2018年 20.7 19.5 21.8 -2.3

2019年 20.6 19.4 21.8 -2.4

2020年 19.8 20.2 19.4 +0.8

男－女

( p t)

1位 
無駄遣い

･衝動買い
-6.4

2位 
無理しての

人付き 合い
-9.9

3位 
食べ過ぎ

･飲み過ぎ
-6.4

4位 不規則な生活 -4.2

5位 夜更かし -9.8

6位 
スマホの

使い過ぎ
-12.6

7位 
お菓子

･甘いも の
-13.3

8位 間食 -9.4

9位 喫煙 +9.8

10位 仕事 -4.1

37.3

31.0

28.6

24.7

22.6

22.5

17.7

17.3

16.8

12.4

34.1

26.2

25.4

22.6

17.8

16.3

11.2

12.7

21.6

10.4

40.5

36.1

31.8

26.8

27.6

28.9

24.5

22.1

11.8

14.5

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

全体 男性 女性
%

1位 
運動･体操

･筋ト レ
-6.7

2位 貯蓄 -10.0

3位 副業 +5.8

4位 趣味･習い事 -12.5

5位 
投資

･資産運用
+11.8

6位 
ウォ ーキング

･ジョ ギング
-4.8

6位 
ダイ エッ ト

･食事制限
-10.1

8位 
資格や免許

の取得
-2.6

9位 仕事 -6.0

10位 

不要品販売

( フ リ マアプリ

など)

-5.9

男－女
( p t)

34.1

27.1

25.4

24.7

22.3

20.3

20.3

19.7

16.2

13.9

30.6

21.9

28.4

18.2

28.4

17.8

15.1

18.3

13.1

10.8

37.3

31.9

22.6

30.7

16.6

22.6

25.2

20.9

19.1

16.7

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

全体 男性 女性
%

来年始めたいことは｢運動･体操･筋トレ｣､やめたいことは｢無駄遣い･衝動買い｣

• 2020年に｢思い切って始めたいことがある｣と答えた人は29.4％で､｢思い切ってやめたいことがある｣は19.8%となりました。
いずれも調査開始以来最も低いスコアとなりました。

• 来年始めたいこととしては､｢運動･体操･筋トレ｣｢貯蓄｣｢副業｣がトップ3に挙がりました。｢運動･体操･筋トレ｣｢貯蓄｣は女性が､
｢副業｣は男性でスコアが高くなっています｡

• 来年思い切ってやめたいことでは､｢無駄遣い･衝動買い｣｢無理しての人付き合い｣｢食べ過ぎ･飲み過ぎ｣がトップ3に。この3つ
をはじめ､上位項目のほとんどで女性のスコアが高い結果となりました。



【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社博報堂 広報室 玉･大野 TEL: 03-6441-6161

“生活気分” 調査概要

(2020年予想)

調査地域 全国11都市

首都40ｋｍ圏、名古屋40ｋｍ圏、阪神30ｋｍ圏、

札幌20ｋｍ圏、仙台20ｋｍ圏、新潟30ｋｍ圏、

金沢20ｋｍ圏、静岡20ｋｍ圏、広島20ｋｍ圏、

高松30ｋｍ圏 、福岡30ｋｍ圏

調査手法 インターネット調査

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,944人 女性1,956人

調査時期 2019年10月3日(木)～8日(火)

企画分析 博報堂生活総合研究所

実査集計 株式会社 H.M.マーケティングリサーチ

生活者が予想する来年の景況感や生活気分､行動意欲などを時系列で比較する調査。

初回(2016年予想)の2015年11月の調査以来､毎年秋に実施し､今回(2020年予想)は5回目となります。

(2017年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,941人 女性1,959人

調査時期 2016年10月6日(木)～11日(火)

(2016年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,939人 女性1,961人

調査時期 2015年11月5日(木)～9日(月)

※調査対象、調査時期以外の調査設計は2020年予想と同じ

(2018年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,935人 女性1,965人

調査時期 2017年10月5日(木)～10日(火)
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(2019年予想)

調査対象 20～69歳の男女 3,900人

男性1,938人 女性1,962人

調査時期 2018年10月4日(木)～9日(火)


